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より魅力のあるまちづくりの展開 

３３））計計画画対対象象区区域域（（本本編編 pp33））                          

本本計計画画はは、、当当町町のの都都市市計計画画区区域域をを対対象象ににしし

つつつつ、、区区域域外外のの集集落落ななどどもも含含めめ、、暮暮ららししのの場場

全全域域をを捉捉ええてて策策定定ししてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４４））計計画画のの位位置置づづけけ（（本本編編 pp22））                          

本本計計画画はは、、『『長長野野県県都都市市計計画画ビビジジョョンン』』ををはは

じじめめ県県がが定定めめるる関関連連計計画画ととのの整整合合をを図図りりなながが

らら、、当当町町がが定定めめるる『『第第５５次次御御代代田田町町長長期期振振興興

計計画画』』ななどど上上位位計計画画にに即即ししてて定定めめるるももののでですす。。  

よよりり魅魅力力ののああるるままちちづづくくりりのの展展開開にに向向けけ、、

本本計計画画とと同同時時並並行行でで検検討討ししててききたた『『御御代代田田町町

ままちちづづくくりり基基本本計計画画』』をを踏踏ままええてて、、『『御御代代田田町町

都都市市計計画画ママススタターーププラランン』』のの内内容容をを補補完完すするる

ももののととししてて位位置置づづけけらられれまますす。。  

１１．．立立地地適適正正化化計計画画のの概概要要  
１１））立立地地適適正正化化計計画画ととはは（（本本編編 pp11））                          

立立地地適適正正化化計計画画ととはは、、居居住住機機能能やや医医療療・・福福

祉祉・・商商業業、、公公共共交交通通ななどどささままざざままなな都都市市機機能能

のの適適正正なな誘誘導導をを図図りり、、人人口口減減少少・・超超高高齢齢社社会会

ににもも対対応応ししたたココンンパパククトトでで暮暮ららししややすすいい持持続続

可可能能なな都都市市構構造造のの再再構構築築をを目目指指すす計計画画でですす。。  

町町全全体体がが比比較較的的ココンンパパククトトににままととままりり、、多多

彩彩なな居居住住環環境境をを有有すするる御御代代田田町町でではは、、駅駅やや役役

場場、、商商業業施施設設やや公公園園等等のの立立地地すするる町町のの中中心心部部

（（ままちちななかか））のの魅魅力力化化をを図図りりつつつつ、、ささままざざまま

ななニニーーズズにに対対応応ししてて新新たたなな居居住住をを適適正正にに受受けけ

入入れれ、、良良好好なな自自然然環環境境やや景景観観、、ココミミュュニニテティィ、、

生生活活文文化化、、利利便便性性ななどど、、そそれれぞぞれれのの住住環環境境のの

魅魅力力をを将将来来ににわわたたっってて享享受受しし続続けけらられれるるままちち

のの実実現現にに向向けけてて、、『『御御代代田田町町立立地地適適正正化化計計画画』』

（（以以下下「「本本計計画画」」とといいうう。。））をを策策定定ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２））計計画画期期間間（（本本編編 pp33））                           

本本計計画画はは、、令令和和５５年年度度（（22002233 年年度度））かからら

令令和和 2244 年年度度（（22004422 年年度度））ままでで 2200 年年間間をを

計計画画期期間間ととしし、、おおおおむむねね５５年年ごごととにに計計画画内内容容

のの評評価価･･検検証証をを行行いい、、必必要要にに応応じじてて、、見見直直ししをを

図図りりまますす。。  

 

御御代代田田町町立立地地適適正正化化計計画画  

（（概概要要版版））  

令和 24 年度 

（2042 年度） 
令和５年度 

（2023 年度） 

 

 20 年間 

令和９年度 

（2027 年度） 

 

令和 14 年度 

（2032 年度） 

 

令和 19 年度 

（2037 年度） 

 

５年間 ５年間 ５年間 ５年間 

出典：国土交通省資料 

御代田町役場 

御代田駅 

長野県 御代田町 

長野県 

都市計画ビジョン 

佐久圏域 

マスタープラン 

佐久都市計画 

（佐久市 

・御代田町） 
都市計画区域の整備、 

開発及び保全の方針 

第５次御代田町長期振興計画 

御代田町都市計画マスタープラン 

御代田町立地適正化計画 

 

御代田町まちづくり基本計画 

 

御代田地区都市再生整備計画 

 

素 案 
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２２．．立立地地適適正正化化のの方方針針･･方方向向性性  
１１））立立地地適適正正化化のの方方針針（（本本編編 pp6688））                                                      

本本計計画画はは、、『『御御代代田田町町都都市市計計画画ママススタターーププラランン』』のの次次期期改改定定もも見見据据ええ、、今今後後ののままちちづづくくりりのの基基本本的的

なな考考ええ方方やや展展開開像像をを示示すす計計画画ととししてて新新たたにに策策定定ししたた『『御御代代田田町町ままちちづづくくりり基基本本計計画画』』をを踏踏ままええてて、、

ここここにに掲掲げげるるままちちづづくくりりのの目目標標「「究究極極的的にに住住みみややすすいい・・居居住住者者にに選選ばばれれるるままちち」」のの実実現現をを目目指指しし、、

ままちちつつくくりりのの基基本本方方針針ととししてて定定めめたた以以下下３３つつをを当当町町ににおおけけるる立立地地適適正正化化のの方方針針ととししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

究極的に住みやすい・居住者に選ばれるまち 

 

方針３ 
セイフティ･ベイストなまちづくり 

いざというときのリスクを低減し、日常の安全･安心を得られるまちづくりを進める 

日常 非日常 

方針１ 
グリーン･ベイストなまちづくり 

方針２ 
コミュニティ･ベイストなまちづくり 

自然環境や公園などのみどりの力を 
最大限に引き出すまちづくりを進める 

みどりの基盤･機能 
（自然環境、農地、公園） 

土地や都市施設の 
有効活用や維持管理 

道路･交通環境の整備 地縁 
コミュニティ 

世代間 
コミュニティ 

地域内外の人々のまちへの主体的な関わりと多彩
な交流を生み出すまちづくりを進める 

異業種間 
コミュニティ 

土地利用の規制･誘導 

利便性･快適性 
美しさ･にぎわい 

 
人々の 

楽しさ･喜び 
生きがい 
健康･幸せ 

安全性･安心感 

＜まちづくりの目標＞ 

＜まちづくりの基本方針＞ 

２２））立立地地適適正正化化のの方方向向性性（（本本編編 pp6699））                                                               

基基本本計計画画にに示示さされれたたままちちづづくくりりのの目目標標ででああるる「「究究極極的的にに住住みみややすすいい・・居居住住者者にに選選ばばれれるるままちち」」のの目目標標

生生活活文文化化のの継継承承とと新新たたななラライイフフススタタイイルルのの創創出出がが必必要要でですす。。加加ええてて当当町町のの課課題題をを考考慮慮しし、、本本計計画画のの方方向向  

その１：人口増や高齢化の進行に対応した住宅·施設の適正な誘導 
・当面増加が見込まれる人口に対しては、風致地区等の制度により保全が図られてきた良好な緑の保全を 

・郊外では浅間山や八ヶ岳連峰を望む良好な景観や自然環境、優良農地の保全を図りながら、無秩序な開 

・高齢化の進行に伴い、車を運転しない人の増加も見込み、御代田駅や御代田町役場を中心にした、歩い 

その２：人々が集い·多彩な交流が生まれる魅力あるまちなか形成 
・まちなかでも御代田駅や御代田町役場などのあるまちの中心部は、付近の居住者のみならず、町民が集 

・郊外の居住地とまちの中心部の間の円滑なアクセス性の担保のため、必要な道路や駐車場の整備を図り 

カブルなまちなか形成を図ります。 

その３：災害リスクに対応した安全･安心なまちづくりの推進 
・浅間山の火山災害や土砂災害など広域的な視点で災害リスクを捉え、リスクの程度に応じて適切な開発 

・災害リスクに応じて必要な防災・減災対策を講じながら、災害発生時に安全に避難できる経路や場所の 
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３３））ままちちのの骨骨格格構構造造（（本本編編 pp7700））                                                                  

当当町町ののままちちななかかににはは緑緑とと一一体体ににななっってて生生活活利利便便性性のの高高いい良良好好なな住住環環境境ががああるる一一方方でで、、郊郊外外ににもも農農

村村集集落落やや旧旧街街道道沿沿いいのの集集落落、、森森林林内内ににああるる住住宅宅地地ななどど多多彩彩でで魅魅力力ああるる住住環環境境がが形形成成さされれてていいまますす。。

今今後後ももここのの豊豊かかなな自自然然環環境境とと歴歴史史・・文文化化をを大大事事ににししななががらら、、ここれれままでで育育ままれれててききたた住住環環境境ややココミミュュ

ニニテティィのの魅魅力力をを活活かかしし、、そそれれぞぞれれのの地地域域にに根根差差ししたた生生活活文文化化のの継継承承とと新新たたななラライイフフススタタイイルルのの創創出出

がが求求めめらられれまますす。。  

本本計計画画ででははままちちのの骨骨格格をを下下図図ののよよううにに捉捉ええ、、ままちちななかかとと郊郊外外をを円円滑滑にに結結ぶぶ交交通通軸軸のの確確保保をを図図りりなな

ががらら、、町町全全域域がが円円滑滑かかつつ有有機機的的ににつつななげげ、、立立地地適適正正化化のの方方針針･･方方向向性性にに沿沿っったたままちちづづくくりりのの推推進進をを図図

りりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  

 

                                                                                                                                                                    
実実現現ににはは、、比比較較的的ココンンパパククトトなな範範囲囲にに展展開開すするる多多彩彩なな居居住住環環境境のの魅魅力力をを活活かかしし、、磨磨きき、、各各地地域域にに根根差差ししたた  

性性をを以以下下ののよよううにに設設定定ししままししたた。。  

  
   

図るとともに、低未利用地の有効活用を図りながら、都市機能が集積するまちなかへの居住誘導を図ります。 

発や建築の抑制を図り、周囲の景観や環境と調和した良好な住環境の保全·継承を図ります。 

て暮らせる範囲内における都市機能の集積を保ち、まちなかへの居住誘導につなげます。 

 
い、町外の人々を含めて日常的に交流やにぎわいが生まれる場の創出を図ります。 

ながら、持続可能で利便性の高い公共交通のしくみの構築を図り、歩行者が安全かつ快適に歩ける、ウォー 

 

 
の誘導と抑制を図ります。 

確保を図り、いざというときに互いに助け合えるコミュニティを醸成できる住環境の保全･継承につなげます。 

1000年以上続く塩野の集落 

風致林による緑と一体的なまちなか 

一面に広がるレタス畑 

中心拠点 

交通軸（整備済） 

交通軸（計画） 

ややままゆゆりり公公園園  

龍龍神神のの杜杜公公園園  

御御代代田田駅駅  

雪雪窓窓公公園園  

県県道道 8800 号号  

国国道道 1188 号号  

御御代代田田町町役役場場  

県県道道 113377 号号  

県県道道 115577 号号  

県県道道 115566 号号  

県県道道 113344 号号  

県県道道９９号号  

ししゃゃくくななげげ公公園園  
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３３，，誘誘導導区区域域のの設設定定  
１１））居居住住誘誘導導区区域域（（本本編編 pp7711））                                                                    

居居住住誘誘導導区区域域はは、、人人口口減減少少のの中中ににああっっててもも一一定定エエリリアアににおおいいてて人人口口密密度度をを維維持持すするるここととにによよりり、、

生生活活ササーービビススややココミミュュニニテティィがが持持続続的的にに確確保保さされれるるよようう、、居居住住をを誘誘導導すすべべきき区区域域でですす。。  

主主なな都都市市機機能能徒徒歩歩圏圏 880000mm 以以内内のの生生活活利利便便性性がが確確保保さされれるる区区域域でであありり、、人人口口密密度度がが高高くく生生活活ササ

ーービビスス機機能能のの持持続続的的確確保保がが可可能能なな区区域域ででああるる、、用用途途地地域域をを居居住住誘誘導導区区域域のの用用途途地地域域のの候候補補区区域域ととしし

てて抽抽出出ししままししたた。。農農用用地地区区域域やや保保安安林林等等のの区区域域がが候候補補区区域域にに含含ままれれてていいなないいここととをを確確認認しし、、災災害害のの

リリススククがが高高いい区区域域ででああるる土土砂砂災災害害特特別別警警戒戒区区域域をを除除いいたた上上でで、、以以下下のの図図ののととおおりり居居住住誘誘導導区区域域

（（669977..99hhaa））をを設設定定ししままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

  
２２））都都市市機機能能誘誘導導区区域域（（本本編編 pp7777））                                                                  

都都市市機機能能誘誘導導区区域域はは、、医医療療・・福福祉祉・・商商業業等等のの都都市市機機能能をを都都市市のの中中心心拠拠点点やや生生活活拠拠点点にに誘誘導導しし集集約約

すするるここととにによよりり、、ここれれららのの各各種種ササーービビススのの効効率率的的なな提提供供をを図図るる区区域域でですす。。  

都都市市機機能能施施設設やや公公共共施施設設のの配配置置かからら主主なな都都市市機機能能徒徒歩歩圏圏 880000mm をを確確認認しし、、御御代代田田駅駅・・町町役役場場がが

位位置置すするる中中心心拠拠点点のの周周辺辺ととししてて、、駅駅・・役役場場かかららのの徒徒歩歩圏圏 880000ｍｍをを抽抽出出しし、、候候補補区区域域ととししままししたた。。用用

途途のの区区分分やや既既存存道道路路・・施施設設、、風風致致地地区区、、土土砂砂災災害害特特別別警警戒戒区区域域、、未未整整備備のの都都市市計計画画道道路路等等をを踏踏ままええ

てて、、以以下下のの図図ののととおおりり都都市市機機能能誘誘導導区区域域（（6655..44hhaa））をを設設定定ししままししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

御代田町役場 

御代田駅 

※「御代田町都市計画道路の見直し方針（案）」によるもの 

※ 
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 災害ハザード情報 想定される発生源 

洪水災害 

・浸水想定区域（想定最大規模） 

・浸水継続時間（想定最大規模） 

・濁川 

・繰矢川 

・湯川 

土砂災害 

・土砂災害特別警戒区域 ・土石流（16箇所） 

・急傾斜地（159箇所） 

・土砂災害警戒区域 ・土石流（20箇所） 

・急傾斜地（202箇所） 

火山災害 

・大規模噴火 

・中規模噴火（無雪期） 

・中規模噴火（積雪期） 

・浅間山 

地震災害 
・想定震度 

・被害想定 

・糸魚川-静岡構造線 

４４．．防防災災指指針針  
１１））防防災災指指針針のの目目的的（（本本編編 pp9900））                                                                                                      

近近年年、、全全各各地地でで自自然然災災害害がが頻頻発発しし、、生生命命やや財財産産、、社社会会経経済済にに甚甚大大なな被被害害がが生生じじてておおりり、、今今後後もも気気

候候変変動動のの影影響響かからら、、集集中中豪豪雨雨にによよるる浸浸水水被被害害やや土土砂砂災災害害がが全全国国でで激激甚甚化化すするるここととがが懸懸念念さされれてていいまま

すす。。防防災災指指針針はは、、居居住住やや都都市市機機能能のの誘誘導導をを図図るるううええでで必必要要ととななるる都都市市のの防防災災にに関関すするる機機能能のの確確保保をを

図図るるたためめのの指指針針でで、、ここれれにに基基づづくく具具体体的的なな取取組組とと合合わわせせてて立立地地適適正正化化計計画画にに定定めめるるももののでですす。。  

当当町町がが抱抱ええるる水水災災害害やや火火山山災災害害等等ののリリススククをを踏踏ままええたた防防災災上上のの課課題題をを分分析析しし、、適適切切なな避避難難地地・・避避

難難路路のの整整備備等等ののハハーードド対対策策、、地地域域ごごととのの災災害害リリススククにに応応じじたた避避難難体体制制のの構構築築やや災災害害ハハザザーードド情情報報のの

提提供供等等ののソソフフトト対対策策、、災災害害リリススククをを踏踏ままええたた土土地地利利用用のの誘誘導導ななどど、、防防災災対対策策・・安安全全確確保保策策をを「「防防災災

指指針針」」ととししてて示示ししまますす。。  
  

土砂災害 

（ハザード区域） 
・居住誘導等による危険回避 

・高リスク区域の建築物の外

壁、擁壁の強化推進 

・法面保護や砂防堰堤整備推

進で災害リスクの低減 

・事前の災害リスク周知で、

災害発生前の避難行動の

促進 

 

火山災害（全域） 
・事前の災害リスク周知

で、早期避難の促進 

・高台や堅牢な建物への避

難の周知 

・大規模噴火に備えた広域

避難計画の策定、公表 

地震災害（全域） 
・公共施設の耐震改修を促進

し、避難可能施設を増加 

・住宅の耐震改修促進 

洪水災害 

（ハザード区域） 
・河川整備の推進で災害リ

スクの低減 

・宅地の嵩上推進などによ

る床上浸水被害の低減 

・道路、公共施設の迅速な

復旧・排水体制の充実 

・事前の災害リスク周知

で、災害発生前の避難行

動の促進 

２２））災災害害リリススククにに対対すするる取取組組方方針針  （（本本編編 pp111188））                                                                                                  

災害リスクの予測・取組の設定 
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５５．．届届出出制制度度  
１１））届届出出ののフフロローー（（本本編編 pp7766、、pp8855））                                                              

居居住住誘誘導導区区域域外外ににおおけけるる住住宅宅開開発発等等及及びび都都市市機機能能誘誘導導区区域域内内外外ににおおけけるる誘誘導導施施設設のの整整備備のの動動向向をを

把把握握すするるたためめ、、計計画画にに示示すす誘誘導導区区域域外外ににおおけけるる一一定定規規模模以以上上のの開開発発行行為為・・建建築築行行為為、、ままたたはは都都市市機機

能能誘誘導導区区域域内内ににおおけけるる誘誘導導施施設設のの休休廃廃止止をを行行うう場場合合ににはは、、原原則則ととししてて届届出出がが義義務務付付けけらられれてていいまますす。。  

ここのの届届出出のの手手続続ききのの流流れれをを以以下下にに示示ししまますす。。開開発発・・建建築築行行為為等等にに着着手手すするる 3300 日日前前ままででにに町町へへのの

届届出出がが必必要要ととななりりまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 

届出不要 

 
 

 

届出が必要 

 

 
 

 

届出が必要 

 

 

届出不要 
 

※休廃止の場合は 

届出が必要 

 

届出不要 

 
 

 

届出が必要 

 

 
 

 

届出不要 

 

 

 
 

届出不要 

 

届出不要 

1,000 ㎡ 

以上 
 

届出が 

必要 

 
 

 

届出不要 

 

 

 
 

届出不要 

 

1,000 ㎡ 

未満 
 

届出 

不要 

開発行為・建築行為、誘導施設の休廃止等の計画 
（誘導区域外）   （都市機能誘導区域内） 

届出の必要性の確認 

届出書等の提出 

開発許可申請・建築確認申請等の手続き 

（都市計画区域内） 

開発・建築行為等の着手 
誘導施設の 

休廃止 

 

立
地
適
正
化
計
画
区
域
（
都
市
計
画
区
域
） 

居
住
誘
導
区
域 

都
市
機
能
誘
導
区
域 

都市機能誘導施設 
３戸以上の住宅の 

建築・開発行為 

１戸又は２戸の住宅の 

建築・開発行為 

届出が必要 

届出不要 

行為着手 

30日前 

御
代
田
町
域 
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機能区分 具体的な施設 施設の定義 

介護福祉機能 

通所型介護施設 

介護保険法第８条に規定される居宅サービスのうち通所系サービス

（通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護、認知

症対応型通所介護）及び小規模多機能型居宅介護を提供する施設老

人居宅介護等事業に分類されるもの 

訪問型介護施設 

介護保険法第８条に規定される居宅サービスのうち訪問介護、訪問

入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導

に分類されるもの 

障がい福祉機能 障害者福祉施設 
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第５

条第 11 項に規定するもの 

子育て機能 

子育て支援センター 
児童福祉法第６条の３⑥に規定するもの 

 

一時預かり 
児童福祉法第６条の３⑦に規定するもの 

 

幼稚園・保育所・ 

認定こども園 

・学校教育法第１条に規定する幼稚園 

・児童福祉法第 39条第１項に規定する保育所 

・就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関

する法律第２条第６項に規定する認定こども園 

 

家庭的保育事業 
児童福祉法第６条の３⑨～⑫に規定するもの 

 

児童館 
児童福祉法第 40条に規定する児童厚生施設 

 

障害児福祉施設 
児童福祉法第６条の２の２に規定するもの 

 

放課後児童クラブ 
児童福祉法第６条の３第２項②に規定するもの 

 

商業機能 

1,000㎡以上の食品を

扱うスーパー 

大規模小売店舗立地法第２条第２項に規定する店舗面積が 1,000

㎡を超える小売店で、日本標準産業分類により百貨店、総合スーパ

ー、スーパー、各種食料品小売業に分類されるもの 

コンビニエンスストア 
日本標準産業分類により、コンビニエンスストアに分類されるもの 

 

ドラッグストア 
日本標準産業分類により、ドラッグストアに分類されるもの 

 

ホームセンター 
日本標準産業分類により、ホームセンターに分類されるもの 

 

医療機能 

病院 
医療法第１条の５第１項に規定される病院で、診療科区分の内科ま

たは外科を有するもの 

内科または外科を有す

る診療所 

医療法第１条の５第２項に規定される診療所で、診療科区分の内科

または外科を有するもの 

教育・文化機能 

御代田町公民館 
社会教育法第 20条に規定するもの 

 

博物館 
博物館法第２条第１項に規定するもの 

 

図書館 
図書館法第２条第１項に規定するもの 

 

スポーツ施設・ 

トレーニング施設 
スポーツ基本法第 12条第１項に規定するもの 

２２））都都市市機機能能誘誘導導施施設設（（本本編編 pp8833））                                                              

都都市市機機能能誘誘導導施施設設ととはは、、居居住住者者のの共共同同のの福福祉祉やや利利便便性性のの向向上上をを図図りり、、都都市市機機能能のの増増進進にに著著ししくく寄寄

与与すするるももののでで、、都都市市機機能能誘誘導導区区域域内内にに立立地地をを誘誘導導すすべべきき施施設設でですす。。各各施施設設のの立立地地状状況況並並びびににままちちづづ

くくりりのの目目標標及及びび方方向向性性をを踏踏ままええ、、誘誘導導施施設設をを以以下下ののよよううにに設設定定ししままししたた。。  
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指標 項目 現状値 
目標値 

≪令和 24（2042）年≫ 

「究極的に 

住みやすい町」 

に対して 

住みやすいと感じる住民の割合 91% 91% 

（現状維持） 

住み続けたいと感じる住民の割合 73% 80% 

町内に居心地が良いと感じる場所があると回答した

住民割合 

26% 
30% 

誘導区域への 

居住誘導効果指標 

居住誘導区域内の新築件数割合 77% 80% 

居住誘導区域内の人口密度 15人/ha 15人/ha以上 

都市機能誘導区域内の人口密度 15人/ha 20人/ha 

都市機能 

誘導区域への 

誘導効果機能 

都市機能誘導区域内の食料品小売店立地状況 ５箇所 ５箇所 

（現状維持） 

食料品小売店徒歩圏の居住誘導区域内人口カバー率 82% 82% 

（現状維持） 

コンパクト・プラ

ス・ネットワーク

の効果指標 

（まちなか、 

公共交通） 

鉄道駅利用者数 1,592人 1,600人 

鉄道利用頻度（年１回以上） 44% 50% 

公園利用頻度（年１回以上） 54% 60% 

まちなかへ移動しやすいと感じる住民割合 78% 80% 

まちなかに魅力を感じる人の割合 51% 60% 

まちなかの道路を安全だと感じる人の割合 65% 70% 

まちの持続性、 

安全性 

将来の交通へ不安を感じている人の割合 87% 80% 

いざという時に頼れる人がいる人の割合 82% 90% 

通学路や道路を安全だと感じる人の割合 61% 70% 

災害リスクをあまり感じていない人の割合 32.4% 40% 

６６．．計計画画のの運運用用方方針針とと目目標標値値  
１１））計計画画のの運運用用方方針針（（本本編編 pp112222））                                                                                                      

本本計計画画にに基基づづくく各各種種施施策策をを実実施施すするるななかかでで、、定定期期的的にに目目標標値値

のの達達成成状状況況のの確確認認・・検検証証をを行行いい、、見見直直ししやや改改善善をを図図るる PPDDCCAA

ササイイククルルにによよるる運運用用をを通通じじてて、、計計画画のの実実効効性性をを高高めめてていいききまますす。。  

おおおおむむねね５５年年ごごととにに施施策策・・事事業業のの実実施施状状況況ににつついいてて調調査査、、分分

析析及及びび評評価価をを行行いい、、誘誘導導区区域域内内のの都都市市機機能能やや人人口口等等のの変変化化のの把把

握握やや、、計計画画のの進進捗捗状状況況やや内内容容のの妥妥当当性性等等をを検検証証ししたたううええでで、、計計

画画内内容容をを見見直直しし、、必必要要なな改改定定をを行行いいまますす。。  

ままたた、、社社会会情情勢勢のの変変化化やや関関連連計計画画のの変変更更等等ががああるる場場合合ななどど、、

必必要要にに応応じじてて随随時時、、計計画画のの見見直直ししもも行行いいまますす。。  

２２））計計画画のの評評価価指指標標とと目目標標値値（（本本編編 pp112222））                                                                                                      

本本計計画画でで目目指指すすままちちづづくくりりのの実実現現やや実実施施施施策策のの効効果果をを定定量量的的にに評評価価すするるたためめのの指指標標ととそそのの目目標標値値

をを以以下下ののととおおりり定定めめままししたた。。  
  

御代田町立地適正化計画（概要版）  令和５年３月発行 

御代田町 建設水道課 
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